学会抄録 by 奥井,勝二 et al.
第 6号 第 392回千葉医学会例会，第一外科教室談話会 -617-
14に対する追加
岡谷市立病院土手内守人  
57才の女性，集団検診にて発見された縦隔腫療の 
1切除例を追加する。筋無力症は合併していなかっ
たが組織像では胸腺腫の疑が認められた。 
15.教室における横隔膜ヘルニアの統計 
1 千大ー外。小林富久，原沢寿三男，
大塚教雄
昭和  31年より昭和 37年 9月迄に当科に入院手術 
した横隔膜ヘルニアの患者は 5例である。この内訳
は食道裂孔ヘルニァ 2例， Bochdalek孔ヘルニア
2例，後胸骨孔ヘノレニア 1例である。
発生学的要因及び肝が右K存在すると云う理由か
ら，横隔膜へJレニアは左側に多いのが一般である
が，後胸骨孔ヘルニアは逆に右側の報告例が多い。
当教室で経験した胸骨孔ヘルニアも右側であった。
また本例は胸部レ線単純撮影と臨床症状とから胸部
疾患を疑ったが，右肺下野にレ線上陰影を見た場合
に，本例の如く後胸骨孔ヘルニアのある ζとも念頭
に入れて診断に当る必要があると思う。
16.胃切除術後の遠隠成績(過去 5年間)
千大一外。緒方 創，後藤澄夫，
秋阿武承，中西文麿
当外科に於ける過去 5年間の胃切除術の遠隔成績
を調査した。対象は昭和 32年より 36年迄に胃切除
を受けた 542例で，そのうち胃癌 149例，消化性潰 
湯及び良性疾患 293例で， 289例の報告を受けた。
胃癌では男対女の比は 2対 1で年齢は大部分が
50才から 70才の間で女性に若年者が多い傾向がみ
られた。術後生存期間は大部分が 2年以内で 5年生
存率は 6%であった。
消化性潰療では治癒 59%，軽快 35%，不変 6%で 
あった。性別にみて男性に圧倒的に多く，年齢別で
は 40才以下記成績不良例が多くみられた。術式別  
ではピJレロート工法 (B工法)， r法 (Bll法)で
遠隔成績に有意の差はみとめられなかっTこ。
胃炎では成績不良例が 33%にみられた。術後ダ
ンピング症状発現率は消化性潰湯及び良性疾患群で
早期症状は B工法 11.3%，"Br法で  9.3%，後期症状
はB工法 7.3%，Bn法で  11.6%であった。
17.最近  12年間の教室の急性及び慢性牒症につ
いて
千大一外奥井勝二，渡辺 頴，
各務正陣
昭和 26年より昭和  37年 10月迄に教室に入院加
療した本症は 25例あり， その内訳は急性醇臓炎 21
例，仮性醇臓嚢腫 4例となっている。性別はほぼ男
女共同数であり，年令分布は 12才の嚢腫  1例が最
低で  20才台より 60才台迄均等に分布している。
発生頻度は諸家の報告通り比較的稀で，醇炎は 1
年聞に 1'"'-'2例，嚢腫は 2年聞に 1例ということに
なる。 
臨床症状は醇炎においては上腹部痛，悪心，幅
吐，放散痛等で，確診は血清，尿ヂアスターゼ値お
よび白血球により，さらに最近は血糖値，血清電解
質の変化も診断のきめてとなる。
梓嚢腫の症状も拝炎と似ているが，腫癌をふれる
場合が多い，診断は梓炎より更に困難で診断のきめ
てとなるものはなく，手術によってきめられるとき
が多い。
手術は醇炎  21例中 7例l乙行われ，術式は開腹排 
液 5例，試験開腹 2例となっている，嚢腫 4例中 3
例は胃と嚢腫の吻合を行い， 1例は外痩法を行って
いる。全例とも全治退院し死亡例はない。 
17に対する追加
須坂病院熊谷信夫
2例の醇臓嚢腫を経験した。 1例は尾部lと発性し
Tこ真性のもので，完全摘出することが出来，第 2例
は醇臓炎に続発したと思われる仮性嚢腫で胃との内
痩を作ることにより， 2例とも全治退院した。 
18. 自発性気胸を起した EmphysematousBlebs 
の2例
市立岡谷病院藤森邦俊，。土手内守人
最近特発性自発性気胸の大部分は，その成因が
Emphysematous Blebsの破裂によるものと云わ
れている。私達もその 2例の手術例を経験したので
報告する。
第 1例は 17才の学生，男子， 4年前より 2回右特
発性気胸をおこし，その都度脱気を行う乙とにより
軽快していたが，この度は脱気するも肺の膨脹悪く
開胸手術施行，第 6，8区域にかけて鶏卵大の Blebs
を認めこれを含め肺部分切除を行~)閉胸，術後の経
過は良好。
第 2例は 24才の会社員，男子， 3年前に特発性気
